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治
拾
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「
給
ブ
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実
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、
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、
よ
っ
て
「
給
ブ
」
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変
化
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変
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探
ろ
う
と
す
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も
の
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あ
る
円

中
古
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仮
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文
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動
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関
わ
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特
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思
ふ
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鎗
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つ
り
あ
ぐ
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あ
る
の
が
、
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れ
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認
め
ら
れ
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い
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。
ま
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、
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祝
詞
(

に
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れ
さ
ら
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安
朝
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物
語
、
次
流

H
記
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頻
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れ
た
こ
と
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れ
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こ
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で
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。
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か
し
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毘
政
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の
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物
語
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拾
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物
語
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の
説
話
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脈
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っ
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献
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仮
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華
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。
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仮
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。
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れ
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仮
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華
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る
学
僧
が

て
い
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点
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一
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さ
れ
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。
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取
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あ
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あ
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。
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思
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仕
タ
ラ
ム
ハ
極
カ
ル
ベ
キ
事
カ
ナ
ト
恩
給
ヘ
テ

生
死
モ
只
仰
ニ
随
ハ
ン
ト
コ
ソ
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恩

給

フ

ル

④

二

一

0
・
2

今

ハ

法

師

ニ

成

ナ

ム

ト

恩

給

ル

ヲ

④

二

一

0
・

u

此
ク
心
細
ク
テ
御
ス
ヨ
リ
モ
吉
キ
事
ト
ナ
ム
思
ヒ
給
ル
④
二
一
四

-m

此
ノ
白
髪
ノ
少
シ
残
タ
ル
、
今
日
剃
テ
御
弟
子
ト
罷
成
ラ
ム
ト
恩
給
フ
ル
也

④
一
五

0
・

n

己

ガ

心

ニ

モ

然

恩

給

フ

ル

事

也

④

三

二

一

一

-m

寒
サ
難
堪
ク
候
ヘ
バ
、
其
奉
ル
御
衣
ヲ
一
ツ
二
ツ
下
シ
候
ハ
ム
ト
恩
給
ル
也

④
三
六
三

-m

我

レ

モ

然

恩

給

フ

ル

事

也

④

四

九

六

・

日

彼

レ

召

テ

問

ハ

ム

ト

ナ

ム

思

ヒ

給

フ

ル

ト

④

五

O
一・

7

今

日

ヨ

リ

ナ

ム

心

安

ク

喜

ピ

恩

給

フ

ル

④

五

一

二

一

・

ロ

今
日
ナ
ド
コ
ソ
人
不
騒
候
フ
二
相
構
ヘ
ン
ト
恩
給
フ
ル
ヲ
⑤
一
九
・

6

此

ク

御

マ

セ

バ

添

ク

所

セ

ク

恩

給

フ

ル

也

⑤

九

五

・

日

物
超
シ
ニ
対
面
シ
テ
、
事
ノ
由
ヲ
モ
申
シ
侍
ラ
ム
ト
恩
給
ル
ヲ⑤
二

O一

-u

被
仰
ル
事
極
タ
ル
道
理
ニ
候
フ
。
推
量
リ
恩
給
フ
ル
事
也
⑤
二

O
四
・

l

此
レ
勲
ニ
士
口
ク
供
養
シ
奉
一
フ
ム
ト
ナ
ム
思
ヒ
給
フ
ル
⑤
三

O
八
・

5

見

給

フ

ル

ニ

、

糸

皮

口

キ

事

ニ

テ

候

ヘ

バ

⑤

三

二

五

・

9

己
ハ
西
ノ
国
ヨ
リ
罷
上
一
ア
京
ノ
方
ヘ
行
カ
ム
ト
思
給
フ
ル
ニ
⑤
三
二
三

-m

此
ノ
御
寺
ノ
辺
ニ
暫
シ
候
ハ
ム
ト
ナ
ム
恩
給
フ
ル
⑤
一
一
一
一
一
二
・

1

-145-
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89 88 87 86 

ヲ
ナ
ム
今
一
度
見
ム
ト
思
給
フ
ル
ヲ

…
…
申
サ
ム
ト
思
給
フ
ル
ヲ
、
院
ハ
の
事

細
カ
ニ
申
サ
ム
ト
口
ム
思
給
フ
ル

ニ
物
見
セ
ム
ト
ナ
ム
思
七
給
フ
ル

二
五
二

-u

一一

0
・
日
目

J¥ 

一
.
一
・

l

f月
四
w七

10 

マ

タ
マ
フ
レ

ハVQJ
 

ム
御
有
様
極
一
ア
恋
ク
患
ヒ
給
フ
レ
パ

テ
ム
と
思
ブ
心
付
ケ
ム
ト
思
給
フ
レ

ニ
テ
モ
罷
返
ナ
ム
ト
恩
給
フ
レ
ド
モ

ニ一

0
・
7

J

1
、、

l
L

…

，

/

‘

a
 

一
…
九

-u

.一五一一一・

6

ヲ493 92 91 

テ
候
ヒ
ツ
ル
ガ
、
今
朝
見
絵
フ
レ
パ

徒
ニ
成
ナ
マ
シ
カ
バ
、
今
マ
デ
批

マ
シ
ヤ
ハ
ト
、
思
給
フ
レ

ノt
、

ン
ト
書
タ
リ

ニ
付
テ
慎
シ
ク
難
堪
ク
恩
給
フ
レ
ド
モ

七
九
・

7

95 

O 

な
お
、
む
の
用
得
数
%
の
数
は
他
の
調
官
と
は
小
異
す
る
。

〕は、
γ

ト
ぃ
訟
が
藤
原
高
藤
(
後
の
内
大
臣
)
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
絵
へ

て
抹
ら
な
い
。

ま
た
、
次
の
毘
例
(
巻
二
十

は
「
給
ヒ
」
の

品
位
ノ
契
深
ク
コ
ソ
ハ
有
一
ツ
メ
ト
態
給
ヘ
テ

、iy
J
4
-
T
-
崎

川

官

し

内

ξ
J

i

;

f

・
1

/γ
一
一
一
一

1

1

3

1

以
下
、
今
背
物
語
集
に
見
ら
れ
る

命
令
形
以
外
の
す
べ
て
の
活
用

「
給
ブ
」
は
そ
の
語
性
か
ら
命
令
形

中
吉
に
は
稀
(
源
氏
物
語
の
一
本
〈
瀧

終
止
法
の
用
法
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

の
刑
法
も
多
い
。

上
位
動
詞
の
種
類
が
多
い
。

上
位
動
詞
は
「
忠
ふ
」
が

に
及
ぶ
。
「
聞
く
」

自
分
以
外
の
者

ブ
L一一

ィ)

しミる。

』
し
、
、
、

必
4
ナ
山
口
‘

v

終
止
形
は

iま
え

た
らと
なさ
いれ
未て
剣とし E

形る
治す

同
数
の
四
種
の
語

の
な
い
平
宇
土
が
見
ら
れ
る
。

に
多
く

ペ〉

を
、
し
た
が
っ

一
一
此
ク

カ
子

し
て
注
目
さ
れ
る
。

宇
治
拾
遺
物
語
の
タ
マ
フ

2 

-
長
野
照
子
編
「
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
」

「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
」
)
に
よ
っ
た
む

-144-

昭
和
む
)
に
よ
ち

マ

タ
マ
ヘ

と
か
く
や
せ
ま
し
と
思
給
つ
れ
ど
も

し
か
く
悪
絵
て
な
ん
、
か
い
な
を
引
し
じ
め

ぬ
か
れ
て
、
う
れ
し
と
思
ひ
給
し
か
ば

る
ら
ん
と
こ
そ
思
ひ
給
ヘ
し
か

2 3 

Jア
ピ

〈
一
‘
七
省

4 

4 

し

ま

す

ら

ん

と

恩

給

ヘ

〈

二

二

七

・

1
〉

つ
る
を
、
盗
人
な
め
り
と
思
給
へ
て
〈
コ
八
三
・

8
〉

、
限
り
な
く
う
れ
し
く
思
給
へ
て
円一一

.
0
五

e
7〉

川
一
一
.
六
五
・

3
〉

〈
二
一
六
五
・

5 8 ア8 ヲ

め
て
候
な
ん
と
恩
給
て

へ
ば
、
お
ば
っ
か
な
く
恩
給
て
参
候
つ
る
也



fo 
(
 

てア

タ
マ
フ

ハ
υ
1
a
A
 

の
程
は
、
返
/
¥
も
お
ろ
か
に
は
思
絵
ま
じ
け
れ
ど
も

11 

¥
二
三
t

、
、
ヮ
μ

/

/
一
…
…
…
，
/

1

i

¥

な
に
が
し
を
、
見
な
し
と
思
給
ふ
べ
き
ゃ
っ
原
に
て
さ
ぶ
ら
ひ
け
れ
ば

〈一一八一
J

・
9
〉

ヤ

タ
マ
フ
ル

12 

ん
と
こ
そ
悪
ひ
給
う
る
に
〈
二
二
八
・

8
〉

13 

思
ひ
鉛
ふ
る
が
、

しE

あ
は
れ
な
る

〈
二
五
二
・
ロ
〉

〈一一一五

0
・

た
よ

第45号 (2009)

14 

そ
の
奉
り
た

一
一
一
お
ろ
し
中
さ
ん
と
患
給
な
り

マ

タ
マ
フ
レ

出
な
ら
ば
向
に
か
は
せ
ん
ず
る
と
思
給
ふ
れ
ど

て
仕
り
た
り
け
る
な
め
り
と
恩
給
れ
ば

〈
二
八

弘前学院大学文音15紀梨

16 15 

ブ
」
に
つ
い

の
み
で
あ
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
り

て
お
く

五
日
三
日

開|兇l悪

ゐ、るくる

に
よ
る

(2) 

な
い
と
さ
れ
て
い
た

l土

れ
る
。

に

つ

い

て

は

「

か

〈

旧

大

系

本
一
一
一
三
二
内
心
」
、
ま
た
「
べ
き
H

は

る

べ

き

H

と
あ
る
べ
き

と
こ
ろ
か
(
新
大
系
本
一
…
八
三
百
ご
と
さ
れ
て
い
る
が
、
出
己
側
の
者
と
抱
擁

さ
れ
た
人
の
動
作
の
動
詞
に
付
い
て
、
開
き
子
へ
の
謙
譲
の
意
を
表
現
す
る
用

み
て
よ
い
口
集
中
に
他
(
矧
例
印
)
に
終
'

に
よ
れ
ば
建
長
四
〈
一
二
五
二
工

る
。
中
肘
一

1t ま
た
ょ、っ

の

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

ツ
ク
/
¥
ト
マ
ホ
リ
テ
、
「
シ
カ
サ
マ
一
一
骸
ト
克
蛤
」
ト
巾
ケ
レ
ハ
六
七
・
山
〉

(3) 

し五 〈片
取
れ
本
〉

お
り
、の
者
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

い
て

-143ー

(5) 

るむ

ブ
」
の

の
あ
い
だ
に
多
川
さ
れ
へ

今
昔
物
語
集

(
観
者
菩
薩

ブ
H

は

だ
た
り
を
も
つ
れ
ん
か
し
こ
ま
っ
た
こ
と
ば
」

ぽご

ハ、、し

主手
携に ペ〉

伐て吊

る?
10 

11 

ら
れ

て
の

f
」
、
a

つ

W

E

u

v

v

 

な
しE

四

今
昔
物
語
集
お
よ
び
宇
治
拾
濯
物
語
の

同
文
的
問
話
の
比
較
、

考
察

は

と
の
間
に

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
(
「
新
日
本
吉
典
文
学

。
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大

系

」

及

び

「

日

本

古

典

文

学

集

成

」

の

解

説

等

を

参

問

)

は

さ

ら

に

多

い

が

、

語

句

・

表

現

の

レ

ベ

ル

で

の

一

致

皮
を
求
め
て
ス

i
リ
ー
が
ほ
ぼ
人
の
も
の
に
限
定
し
た
り
こ

者
(
ま
た
は
一
一
に
「
給
ブ
」
の
山

が
考
察
の
対
象
と
し
て
選
ば
れ
る
。

の
う
ち
両

る
十
三
組
の

の

、
そ
の
表
記
様
式
に
よ
る
文
体
や
間
葉

こ
こ
で
は
会
話
丈
に
含
ま
れ
る
敬
語
の
み
を
対
象
と
す
る
。

げ
ら
両
説
話
集
の
問
に
は
「
絵
フ
」
の
使
用
さ

ス
が
多
い
。
今
昔
物
語
集
が
会
話
を
多
用
す

の
多
く
の
鎌
倉
説
話

つり
A

公

た
だ
、
庁
間
文
的
阿
川
一
一
T

一
の
説
話

つ
で
も
短
小
の
場
合
が
多
い

ゐ
に
際
し
て
は
、
対
応
す
る

い
ら
批
て
い
る
銘
筒
所
に
眼
り
対
象
と
す
る
。

以
ド
に
は
そ
の
口
組
の

B
V
 

中
の
「
給
ブ
」
を

の
な
か
で
同
一
の
上
位
動
詞
が
用

(
@
@
Oに
つ
い
て
は

る
た
め
山
山
と
分
け
て
扱
う
)
む

い
は
そ
の
対
応
箇
所
)
を
之
主

引
用
の
末
尾
に
そ

て
い

ま
た
引
用
ご
と
に

し

括
し

。
越
前
田
敦
賀
女
、
轍
観
藷
利
益
鰭
十
六
巻
鰐
7

年
来
モ
「
何
一
ア
御
マ
ス
ラ
ム
」
ト
思
ヒ
乍
う
、

心

ノ

蝦

無

キ

様

ニ

テ

ヒ

ツ

ル

ヲ

、

ニ
ハ
思
ヒ
奉
ラ
ム
。

出
「
入
ノ
見
給
ブ
二
、

ヒ
ツ
ル
ニ
、
此
ハ

ヲ
モ
奉
ラ
ム
ト
思

ノ
年
来
ハ
、
「
侶

ノ
中
ヲ
過
シ
候
ブ
者
ハ

何
ヂ
カ

ン

-
3
1
5〉

レ
バ
、
我
レ
コ

ラ
ム
」
ト
テ
不
取
ヌ
ヲ

越
前
田
敦
賀
女
、
観
葉
助
給
事
巻
九
ノ
3

け
い
年
比
も
、
い
か
で
か
お
は
す
ま
す
ら
ん
と
思
給
へ

ら
ふ
人
は
、
心
と
違
ふ
や
う
に
て
過
ぎ
候
つ
る
を
、

与
合
ひ
て
、
い
か
で
か
お
ろ
か
に
は
思
ひ
参
ら
せ
ん
ひ
〈
二
二
七
・

1
1
3
〉

出
あ
や
ま
り
て
入
の
見
奉
ら
せ
給
に
、
御
さ
ま
な
ど
も
心
憂
く
侍
れ
ば
、
奉

ら
ん
と
こ
そ
思
ひ
給
う
る
に
、
こ
は
何
し
に
か
給
は
ら
ん
」
と
て
取
ら
ぬ
を
、

「
こ
の
年
比
も
、
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
と
思
ひ
わ
た
り
つ
る
に
、
思
も
か
け
ず

「
具
し
て
住
な
ん
」
と
、
こ
の
人
の
…
山
ヘ
ば
、
明
日
拭
知
ら
ね
ど
も
、
し
た
が

ひ
な
ん
ず
れ
ば
、
か
た
み
と
も
し
給
へ
」
と
て
、
猫
と
ら
す
れ
ば
、
「
御
心
、
ざ

し
の
程
は
、
返
/
¥
も
お
ろ
か
に
は
恩
給
ま
じ
け
れ
ど
も
、
か
た
み
な
ど
仰

ら

る

冶

が

、

か

た

〈

二

三

八

・

8
1
日〉

フ
本
有
ラ
パ
」
ト
忠
渡
ツ
ル
ヲ
、
不
思
係
ズ
此
ノ
入
、

一
五
ヘ
パ
、
明
日
ハ
不
旬
、
テ
行
キ
ナ
ム
ズ
レ
パ
、

々
ク
取
ラ
グ
レ
バ
、

ヌ。

ラ
ル
、

と
て

マ

思
ヒ
/
思
給
ヘ

思
ヒ
/
思
給
う
る

e 

て
「
打
カ
ム
」
ト

ニ
モ
為
ヨ
」
ト
テ
、

レ
パ
」
ト
テ
、
得
一
ア

八
八
・

4
1
8
〉

か
、{貨
る巾
折過
にし
参段

-142-

(
な
し
)
/
思
給

結
前
守
藤
原
事
忠
持
出
家
措
十
九
巻
節
目

「
後
生
ヲ
ゲ
一
一
助
ラ
ム
」
ト
思
ヒ
給
一
ア
、
「
出
ム
」
ト
思
給
ツ
ル
ニ
、

陣
ニ
可
奉
キ
物
ノ
露
不
リ
ツ
レ
パ
、
今
マ
成
、
ン
一
ア
候
ヒ
ツ
ル
一
一
、

ク
思
ヒ
懸
ヌ
物
ヲ
主
ノ
ヘ
パ
、
無
担
ク
喜
ク
悪
給
テ
喜
ピ
乍
ラ
此
レ

ヲ

事

施

ニ

奉

ル

也

。

一

五

二

・

ロ

ー

は

〉

高
忠
情
、
歌
説
事

後
生
を
だ
に
い
か

巻
十
一
一
ノ
ロ

と
お
ぼ
え
て
、
法
師
に
罷
な
ち
ん
と
思
侍
れ
ど
、
戒
の

は
ね
ば
、
今
に
渦
し
候
つ
る
に
、
か
く
思
か
け
ぬ
物
を

れ
ば
、
眼
り
な
く
う
れ
し
く
恩
給
へ
て
、
こ

べ
き
物

〈一二

O
五
・

5
1
8〉



銭
湯
文
左
者
大
将
可
慎
、
枇
杷
大
臣
不
慎
語

大
将
殿
ヨ
リ
ハ
、
春
日
御
社
山
階
寺
ナ
ド
一
一

仰
セ
給
ハ
ム
ズ
ラ
ム
」
ト
思
ヒ
給
ヘ
一
ア
、
待
日

審
問
山
総
ヘ
子
、
急
ギ
参
候
ツ
ル
由
。

大
将
棋
事
巻
十
四
ノ
鋪
9

は

容

日

社

、

山

階

寺

な

ど

に

、

御

へ

ば

、

殿

よ

て
候
な
ん
と
岡
山
給
て
、
案
内
つ
か
っ
る
に
、
き
る
事
も
う
け

、
み
な
中
候
へ
ば
、
お
ぼ
つ
か
な
く
恩
給
て
参
挟
つ
る
也
。

〈
一
一
乙
ハ
五
・

3
1
4
〉

( 8 ) 

マ

患
ヒ
給
/
お
ぼ
え

思
給
/
思
侍
れ

@ 

清
滝
、
湾
輿
聖
人
成
慢
情
語
巻
二
十
第
ぬ

常
ニ
水
瓶
飛
ピ
来
テ
、
水
ア
説
、
ン
ヲ

ニ
カ
有
ラ
ム
」
ト
尋
二
参
タ
ル
ニ
、
山

一
ア
、
加
持
、
ン
中
ツ
ル
ニ
、
此
ク
極
七

と
タ
テ
マ
ツ
ル
U

今
ハ
御
弟
子
ニ

jレ
入
ム
L一一

清
滝
同
盟
事

第45号 (2009)

巻
十
三
鋪
ノ
川

来
て
、
水
を
汲
傾
つ
る
時
に
、

見
あ
ち
は
し
奉
ら
ん
と
て
が
，

つ
る
な
り
の
御
ゆ
る
し
候
へ
の
け
ふ

弘前宇院大学文学部紀要

見
絵
ヘ
/
(
な
し
)

見
給
へ
/
(
立
し
)

マ

。
マ

宙
船
ヒ
給
へ
/
思
給

思
給
へ
/
思
謡

思
給
/
患
給
へ

シ
ク
克
給
ヘ
テ
、
「
何
ナ

ツ
ル
ヲ
晃
給
ヘ
テ
、
「
試
ミ

ヲ
晃
斡
ヘ
ツ
レ
バ
、
返
ク

ム
〈恥一一

O

10 

11 

の
お
は
い
ま
す

〈
一
一
一
間
四
・

3
1
5
〉

克
絵
ヘ
/
(
な
し
)

巻
二
十
第
特

々
ニ
候
ヘ
パ
、
「
殿
ヨ

ヘ
パ
不

。
離
織
内
続
再
織
諮
問
先
、
切
殺
人
巻
ニ
十
一
一
一
第
日

定
懸
…
玉
川
山
中
米
ル
ヲ
盗
人
ナ
メ
リ
ト
思
給
…
ア
、
相
構

ガ
、
今
朝
見
給
フ
レ
パ
、
己
を
、
「
年
来
便
有
…
ブ
パ
」

リ
ケ
ル
事
血
ケ
リ
ん
ト
恩
給
テ
、
シ
ャ

ン
ト
恩
給
テ

と
ツ
ルレ

一一・

5
1
7
〉

関
先
、
盗
人
ヲ
切
事

せ

巻
十
一
ノ
第

8

つ
る
を
、
盗
人
な
め
り
と
宙
船
給
へ
て
、

今
朝
晃
れ
ば
、
な
に
が
し
を
、
見
な
し
と
思
絵
ふ
べ
き
ゃ
っ
原
に

こ
で
仕
り
た
う
り
け
る
な
め
り
と
忌
鎗
れ
ば
、
し
ゃ
頭

〈
二
八
二
一
・

8
1
m
〉

患
フ
/
患
絵
ふ

~ 

J、

て
き
ぷ

ど
も
を
ま
っ
て
、
か
く
さ
ぶ
ら
ふ

ヤ

思
給
/
恕
給
ヘ

思
給
/
〈
な
し
〉

見
給
フ
レ
/
見
れ

。

141 

様
、
河
前
首
楊
季
通
、
構
逃
結
轡
ニ
十
一
一
一
第
十
六

持
共
ノ
出
来
り
侠
ツ
レ
パ
、
「
ム
ヴ
ハ
然
リ
ト
モ
出
サ
セ

テ
、
打
棄
テ
此
方
謙
二
参
合
候
ツ
ル
由
。

季
連
、
欲
逢
事
々
巻
二
ノ

9

人
々
い
で
ま
う
で
き
つ
れ
ば
、
「
今
は
さ
り
と

ヌ
一
ブ
ム
い
ト
思
給

七

・

4
J

叩

句

E
E
E
a

、

ら
ん
」
と
恩

て
、
こ

に
参
り
あ
ひ
つ
る
な
り
。

〈
六
一
・

6
〉

マ

思
給
/
思

‘' 拡
沢
東
頼
憎
正
強
力
鵠
場
一
一
十
一
一
一
第
初

己
ハ
ブ
日
襲
、
サ
難
棋
ク
候
ヘ
パ
、

ヲ
一
ツ
二
ツ
下
シ

剛山

一

ハ
ム
ト
患
給
ル
也

寛
朝
僧
正
、
勇
力
事
場
十
四
ノ
2

わ
び
人
に
侍
り
。
寒
さ
の
堪
へ

お
ろ
し
串
さ
ん
と
恩
給
な
り
。

〈
④
三
六

、
そ
の
恭
り
た
る
御
衣
、
二
一

〈一二五

0
・
wm~



謙緩め繍助動詞「給フ」の衰退に鵠する考察9 ) 

マ

患
給
ル
/
思
結

。
相
模
人
大
井
光
速
掠
強
力
錨
巻
二
十
三
第
2

大
キ
ナ
ル
比
例
議
ノ
節
ノ
許
ヲ
、
拓

ツ
ル
ヲ
見
給
ヘ
ツ
レ
パ
、
奇
異
テ
、

ト
患
絵
…
ア
、
逃
候
ツ
ル
出

」
ト
思
一
ア
、

ト
思
給
ツ
ル
ニ
、

二
七
六
・

2
〉

一
ア
押
給

ヲ
砕
ク
様
ニ
、

力
二
一
ア
ハ

ヌ」

/ 

ヲ
モ
取
タ
ル
カ

ワ剖

此
御
ケ
ル
入
ヲ

大
井
光
遠
妹
、
強
力
事
巻
十
三
ノ
S

大
な
る
矢
篠
の
節
を
、
特
木
な
ん
ど
の
や
う
に
押
し
砕
き
給
つ
る
を
、
あ

し
と
患
で
、
逃
候
つ
る
な
れ
V
G

〈一て一一

0
・
7
〉

'Kと
思
て
、
い
み
じ
き
質
を
最
た
る
と
思
て
あ
れ
レ
い
も
、
そ
の
儀
な
し
り

〈
二
三
一
.
・

1
〉

ニ
ナ
ン

(2) 

マ

見
給
ヘ
/
〈
な
し
〉

思
給
/
思

思
給
/
思

。
安
部
暗
明
、
随
忠
仔
習
道
語

場
一
一
十
四
第
時

ス
巾
ヲ
承
ハ
リ
テ

ノ

事
習
ーヒ

ム
ト
思
給
テ
、
参
ワ
候
ツ
ル
世
り

止
事
知
県
調
理
問
ス
由
ヲ
本
ハ
リ
テ
、

ム
L一一

ト
回
IC.' 

ω絵
四ブ;

}レ稽
明
ヲ
心
見
憎
事
巻
+
一
ノ
3

川
二
、
こ
と
に
す
ぐ
れ
て
お
は
し
ま
す
出
を
換
で
、
せ
う
戸
¥
宵
ひ
参

ヨ
一
六
九

-
U〉

〈一
J

七
0
・
日
〉

ら
ん
と
て
、

る
な
り
の

マ
実
に
心
み
申
つ

思
給
/
〈
な
し
〉

思
給
/
(
な
し
)

@ 

藤
原
明
衡
朝
臣
、
若
時
仔
女
許
錨
巻
二
十
六
第
4

己
ハ
、
甲
斐
殿
ノ
雑
色
某
丸
ト
・
甲
ス
者
候
フ
。
殿
ノ
御
ケ
ん
ヲ
不
知
給
、
ン
テ
、

A

家
ノ
君
ニ
コ
ソ
縄
セ
、
殆
械
キ
錯
ヲ
ナ
ム
仕
リ
候
ビ
ヌ
ベ
カ
リ
シ
ト
。
然
ウ

ノ
事
ニ
依
一
ア
、
窃
一
一
知
ピ
候
ヒ
ツ
ル
一
一
、
臥
所
一
一
当
一
ア
男
女
ノ
気
ピ
ノ
期
工
銭

ツ
レ
パ
、
然
レ
バ
ヨ
ト
患
絵
テ
、
構
ヘ
小
川
町
一
て
万
ヲ
抜
一
ア
最
中
ヲ
捜
得
一
ア
、
監

ヲ
持
チ
上
一
ア
候
ツ
ル
程
二
、
月
影
ノ
編
入
タ
ル
二
、
吾
川
…
御
指
貫
ノ
扶
ヲ
見

付
候
テ
、
急
ト
思
給
ヘ
ツ
ル
様
、
「
己
等
ガ
妻
ノ
計
一
一
、
ノ
様
ノ
指

貫
着
タ
ル
人
ハ
、
ヨ
モ
不
来
者
ヲ
。
入
違
ヘ
件

」
ト
患
給
ヘ
テ
ナ
ム
、
ヲ
引
テ
緩
候
ツ
ル

明
策
、
欲
逢
挟
事

う
ム
ハ
、
極
力
ル
ベ

〈
⑥
一
四
・

巻
二
ノ
打

の
雑
色
な
に
が
し
と
中
者
に
て
候
。

を
知
り
審
ら
で
、
誌
と
ノ
¥
あ
や
ま
ち
を
な
む
、
つ
か
ま
つ
る
べ
く
候
つ
る
に
、

毒
宥
に
御
指
賞
く
。
与
を
見
付
て
、
し
か
く
思
給
て
な
ん
、
か
い
な
を
引
し
じ

を
の

一
{
抵
の
お
は
し
け
る

110-

め

〈
六
五
・

3
1

悪
謡
へ
/
恕
給

マ

知
絵
/
知
り
帯
ら

思
絵
ヘ
/
〈
な
し
〉

φ 

能
登
国
壌
鉄
者
、
行
生
渡
国
堀
金
舘
巻
二
十
六
第
叩

生
滅
ノ
同
ニ
ハ
金
ノ
候
ナ
メ
リ
ト
見
テ
絵
ヘ
候
シ
ヲ
、
事
ノ

ガ

ド

チ

申

シ

候

シ

ヲ

、

〈

⑥

六

五

・

佐
渡
昌
二
有
金
事
轡
四
ノ
2

、
ま
こ
と
に
金

ニ
己

、y

候
ひ
し
所
を
見
難
者
て
侍
る
な

り

士
一

0
・

4
〉

マ

見
テ
給
ヘ
/
見
護
き
て
侍
る

@ 

利
仁
草
著
時
、
従
京
教
質
将
行
五
註
語
犠
ニ
十
六
第
仔

利
仁
、
打
咲
子
、
「
試
ム
ト
テ
思
給
ヘ
テ
申
タ
リ
ツ
ル
事
ヲ
、

ヒ
ケ
ル
コ
ソ
ト
ト
イ
ヘ
パ

二・

1
〉
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利
仁
、
暑
欝
事
巻
一
ノ
叩

利
仁
、
、
て
、
「
物
の
心
見
ん
と
思
ひ
て
し
た
り
つ
る
事
を
、

で

来

て

、

こ

そ

あ

ん

な

れ

」

と

=

へ

ば

@ 

マ

思
給
ヘ
/
思
ひ

マ

恩
給
フ
ん
/
額

088.0 G)(DGTG>0o80  

思
と
/
患
絵
へ

悶
ゆ
と
給
/
お
ぼ
え

見
給
へ
/
〈
な
し
〉

岡
山
ヒ
給
へ
/
態
給

悪
給
/
患
給
へ

悪
絵
/
(
な
し
)

患
絵
/
患

患
給
ん
/
患
給

見
給
へ
/
〈
な
し
〉
思
給
/
思

思
給
/
(
な
し
〉
恩
給
/
〈
な
し
〉

知
絵
/
知
り
奉
ら
思
給
へ
/
(
な
し
)

見
テ
話
ヘ
/
晃
置
き
て
侍
る

岡
山
給
へ
/
悪
ひ

岡
山
総
フ
ル
/
帳

思
と
/
患
絵
う
る

恩
給
/
態
侍
れ

見
総
へ
/
〈
な
し
〉

恩
給
へ
/
思
給

見
給
フ
レ
/
見
れ

h
f
j
ハ五

・
日
〉

じ
け
な
く
、
所
せ
く
鎌
な
り
の

〈一一一
O
七

e
?〉

(
な
し
)
/
患
絵

思
給
/
思
絵
へ

見
給
へ

〈
な
し
〉

思
フ
/
恩
給
ふ

恩
給
/
思

思
給
へ
/
思
蛤

右
ぷ〉

ブ

使
m 

ノ〈

タ

i
ン
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る

代
替
敬
語
が
わ
か
る
レ

今
昔
物
措
/
宇
治
拾
遺
物
語
恩
給
/
お
ぽ
ゆ

思
/
恩
給

思
給
/
思
侍

克
一
ア
給
/
児
童
き
て
侍

知
給
/
知
奉

思
給
/
候

の
い
ず
れ
か
が

の
上
位
動
詞
を
用
い
た
表
現
を
欠
く
た
め
考
察
の
対
象
に
は
な
ら
な
い

宇
治
拾
遺
は
筋
運
び
が
一
ゆ
え
に
上
位
動
詞
を
居
い
た
表
現
を
欠
く
ケ
ー

ス
が
多
い
り
川
は
共
に
ブ
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
も
の
で
、
宇
治
拾
遺

フ」

使
用
の(1) 

見
給
/
〈
な
し
〉

思
絵
/
〈
な
し
〉

(
立
し
)
/
思
給

悪
絵
/
思
給

患
絵
/
患

見
給
/
見

川
原
院
融
左
大
臣
霊
、
宇
陀
院
見
給
諾
巻
二
十
七
第
げ

家
ニ
怯
ヘ
パ
金
挨
フ
ニ
、
此
ク
御
マ
セ
バ
ク
恩
給
7

.
叶
社
キ
河
原
暁
ニ
融
公
霊
住
車
場
十
ニ
ノ
祁

較
に
、
お
は
し
ま
す
が

ん。

の

ブ
しー

て
示
す
)
。

4 4 

3 

6 4 を
用
い

グ〉

ブ
」
を

-139 

に
な
お

ま
た

引
も
敬

こ
と
を
が
す
む

ブ
」
の
使
用
が
見
ら
れ
な
し

の
な
い
頗
義
一
拍
に
開
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
、
出

こ
と
が
で
き
る
。

て
共
に

て
いは
1 る宇
(11) ¥J 治

とま拾
た遺
で
は

も
の
で
、

と
が
で
き
る
の

との
に本
関文
わが
る漢に
か文今
と訓背
お読物
も調詰
わのに
れ
る

見
る
こ

こ
の
用
例

あ
る
こ



謙譲の補助動詞「給ブjの爽滋に閉する調考繋1
i
 

哲

Z
A
〆，e
宅、、

の
無
敬
一
晶
表
現
、
及
び
倒
ー

な
ど
「
思
ふ
」
以
外
を
上
位
動
制
と

」
れ
る
。
即
ち
、
宇
治
拾
造
物
語
に
お
い
て
辻

「
忠
ふ
」
に
限
定
さ
れ
る
方
向
を
辿
り
そ
の
用

フ
」
に
誤
ら
れ
る
に
至
る
経
緯
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

後必恥

鈴需

金:f:
g匝ロ

フ
」
は
中
十
日
の
刑
法
に
加
え
て
、
中
山
に
は
昆
ら

へ
の
接
続
例
が
あ
り
、
ま
た
命
令
形
以
外
の
す
べ
て

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

。)

は
一
般
的
日

の
使
用
が
期
待
さ
れ
る
が
、

観
察
し
た
結
果
、
「
給
ブ
」
に
は
衰
迫

迅
の
過
科
は
、
「
源
氏
物
語
」
と
「
仮

の
開
に
H
A
ら
れ
た
「
給
ブ
」
の
衰
退
過
程
と
軌
を
一

ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
い
て
は
、
組
出

る
代
替
が
「
見
る
」
「
知
る
」
を
ト
し
位
動
詞
と
す
る
場
介

と
の
各

ま
た
、
そ

ふ
」
に
接
続
す
る
刑
法
に
限
ら
れ
る
に
主
つ

た。

に
は
「
思
ひ
給
フ
(
謙
譲
)
」
と
い
う
、
い
わ
ば
マ
イ
ナ
i

'
~
つ
い
て
の
考
察
を
付
け
加
え
た
い
。

(
足
利
本
)
で
、
川
段
化
し
た

し
つ
つ
も
税
存
し
得
た
事
情
に
つ
い
て
は

殊
な
語
法
の
存
在
、
作
統
に
は
こ
れ
を
支
え

た
と
考
え
ら
れ
る
の

。〉

ブ

ブ

」
と
い

に

、

的

な

樟

敬

動

制

i
i

.
お
も
は
す
・
お
も
ほ
し
め
す
」
の
間

た
こ
と
が
関
与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

「
お
ぽ
す
」
「
お
ぼ
し
め
す
」
と
い
う
尊
敬
動

語
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の

宇
治
拾
遺
物
語
に
は
「
思
ふ
」
の
尊
敬
体
と
し
て

「
忠
ひ
給
フ
」

2
例
が
見
ら
れ
る
。

し
て

ば

18 

し
め
す
(
全
出
例
)

こ
と
さ
ら
お
ぼ
し
め
さ
る
、
ゃ
う
右
。

マ
お
ほ
す
(
八
五
お
例
)

こ
の
あ
ら
ま
き
を
ば
附
し
と
お
ぼ
さ
ば
、

-138-

マ

八
・

7
〉

五・

2
〉

マ
忠
ひ
給
ふ
(
八
主
2
例
)

わ
か
さ
ぬ
し
た
ち
は
、
げ
に
、
あ
や
し
と
思
給
ら
ん

11 

の

宇
治
拾
遺
物
却
に
お
い
て
は
、

な
諦
葉
論
的
な
対
立
構
造
が
あ
っ
た
と

•• 

{
尊
敬
表
現
「
お
ぽ
す
」
吋
・
お
ぼ
し
め
ず
」
:
:

居
ふ
ん
{
謙
譲
表
現
吋
思
ひ
給
フ
い
・
:

こ
の
よ
う
な
関
係
に
支
え
ら
れ
て
、
謙
譲
の
捕
時
動
詞
「
給
一

で
あ
る
「
忠
ゲ
給
ブ
」
は
命
脈
を
保
ち
得
た
と
か
勺
え
ら
れ
る
の

0) 

… 

し
て
次
の
よ
う

め占o

ぴ〉
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法代
社

l
)
根
来
司
氏
は
拭
ぷ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

下
二
段
の
「
た
ま
ふ
」
は
、
院
政
時
代
金
墳
に
急
速
に
衰
退
し
た
補
助
動
詞
で
あ
る
o

T
T出
訟
遺
物
語
」
「
沙
石
集
い
町
古
今
著
間
集
」
な
ど
の
説
話
文
学
や
、
「
松
浦
山
品
物

詰
』
「
爵
詰
友
』
吋
増
鏡
い
な
ど
の
和
文
体
の
弥
品
群
に
用
例
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
鎌
会
中
期
に
は
叶
韻
語
と
し
て
の
勢
力
を
ふ
八
い
、
古
語
と
し
て
記
鵠
せ
ら
れ

た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う

o
q下
二
段
活
患
の
助
動
誠
司
粉
ふ
い
の
変
容
」
(
「
討

議
と
国
文
学
」
昭
和
祁
・

8
月
号
)
〉

〈出
2
〉
摂
来
コ
吋
「
源
氏
物
語
枕
晴
子
の
昌
一
語
学
的
研
究
い
〈
脊
精
堂
・
昭
和
臼
)
へ
四
九
1

〈注
3
)
中
出
税
夫
…
編
吋
妙
一
本
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